
 

 令和７年度第４回 春光まちづくり推進協議会 

 

次   第 

 

日時： 令和８年３月９日（月）  

                               午後６時３０分から 

場所： 北部住民センター 研修室 

 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 議 題 

 

（1） 春光地域のまちづくりの検討と推進について 

 

ア グループワーク：「春光地域の１０年後（こうなってたらいいな）」 

                     （第３回検討内容の続き） 

 

イ 春光まちづくり推進プログラムについて 

 

ウ 各実行委員からの報告について 

 

第３回協議会以降実施した２事業 

 

   (2) その他 

  

各事業の２年間の総括等 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前配付資料】 

・グループワーク資料 ： 「０６春光まちづくり推進プログラム」 

 

・参 考 資 料 ： 「地域ビジョン前回のまとめ」 



●

●

●

　

● 10,877人 [12位]

● 6,093世帯 [12位]

● 8.7% [13位]

● 52.8% [10位]

● 38.5% [ 5位]

● 74.4% [ 1位]

●

● 2地区

● 1施設

● 2地区

消防団

● 1地区 除雪センター

 ※　数値は、令和7年4月1日現在

 ※　順位は、15地域中で数値が大きいほうを上位とする

07　春光台・鷹の巣まちづくり推進プログラム 　　　　　　　　

　地　域　目　標
笑 顔 と 優 し さ に 満 ち あ ふ れ み ん な が 安 心 し て 暮 ら せ る 春 光 台
～ ふ る さ と 愛 を 育 む 、 地 域 の 絆 づ く り ～

※参考

 １　地域の特性

春光台の丘陵地とその斜面は広大な緑の空間となっており、市民の野外活動やレクリエーション、自然と
のふれあいの場となっている。

住宅地域に隣接して福祉施設が整備され、また、旭川工業高等専門学校が立地しているなど、教育及び
福祉関連の施設が集まっている。

季節風の影響もあり、冬期の降雪量が多く、気温も低い。

 ２　地域の基本情報

人 口

世 帯 数

0～14歳人口

15～64歳人口

65歳以上人口

町内会加入率

町 内 会 数 30町内会

市民委員会数

（春光台，鷹の巣福祉村）

地域包括支援センター

（春光・春光台）

地区社会福祉協議会

（春光台，鷹の巣福祉村） 第27分団

警察署・消防署 春光台交番

民生委員・児童委員協議会 春光・春光台・鷹の巣

（春光台） 地域の特徴的な施設 春光台配水場，地域交流ホームYou

都市計画マスタープラン
（H29.2改訂）地域づくりの目標

・北地域（春光台・鷹の巣地区を含む）
　～自然環境と調和する地域づくり
　～歴史と文化が生活の身近に感じられる地域づくり
　～福祉施設の集積を生かした安心して生活できる地域づくり
　～大規模施設の跡地を活用した更新型の地域づくり
　～人・物・情報の交流を活発化する地域づくり

主
な
市
有
施
設

市全域を対象
とした施設

主に地域住民
対象とした施設

春光台地区センター

文化・スポーツ
施設

春光台公民館

教
育
・

子
育
て
施
設

小・中学校
高台小
春光台中

高校・大学
特別支援学校

旭川工業高等専門学校
旭川実業高校
北海道旭川養護学校

安
心
・

安
全
の
施
設
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  07-春光台・鷹の巣

 ３　地域資源と特色のある取組

■ 地域資源

■ 福祉，子育て，健康づくり，地域の支え合いの強化

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

【R7・優先事項】
通学時の子どもの見守り

○（R4～）

【R7・優先事項】
地域食堂（子ども食堂）での交流

〇(R6～)

表示板設置等による早期発見，活動周知，捜索活動
訓練の実施（全域）

○（H27～）

【R7・優先事項】
春光台未来プロジェクト実施（全域）

○（R2～）

【R7・優先事項】
地域食堂（子ども食堂）での交流

〇(R6～)

【R7・優先事項】
助け合いネットワークづくり（全域）
（地域内交通の検討など）

安心見守り事業（全域） ○

除雪事業（全域） ○

助け合いネットワークづくり（全域）

高齢者の憩い・交流の場の設置，参加するための移
動手段の確保（全域）

ふれあいサロン事業（全域） ○

スポーツ活動による健康の増進（全域） ○（H24～）
健康ウォーキングの内容充実（名所をコースにする等）

福祉施設から住民へのPR，情報提供（全域） 居場所サロン等の開催による福祉村のPR
育児・子育てサークルのPR（全域）

サロン事業・子育て支援の充実（全域） ○

子どもの遊び場の創設（全域）
幼児の一時預かり制度の構築（全域）

■ 教育，文化，スポーツ振興

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

【R7・優先事項】
地域食堂（子ども食堂）での食体験

〇(R6～)

【R7・優先】
自身で育てた作物を食する体験

〇（R４～）

千代の山公園プールの魅力向上（老朽化）

軽スポーツ活動の実施・普及啓発（全域） ○（H24～）
春光台・鷹の巣パークゴルフ同好会の活動充実
春光台公園と文学碑，三浦綾子文庫の紹介

彫刻の森の活用

文学遺産の知名度向上（全域）
三浦綾子文学「道ありき」の舞台である春光台の坂に係
る情報収集・調査研究・坂の名称公募等による魅力向
上の取組

○

縄文遺跡（萩ヶ丘遺跡，春光台遺跡，末広7遺跡等）
の再発見と周知啓発

４　地域の現状と課題解決のための取組・市への要望等

●春光台公園　●宝くじ公園　●春光台配水場　●景観（春光台公園・眺望の丘・鷹栖末広通）
●福祉村・北海道療育園　●千代の山公園（市民プール）　●鷹栖神社　●自然生態系
●三浦綾子文学ゆかりの地（「道ありき」の舞台）　●縄文遺跡（萩ヶ丘遺跡，春光台遺跡，末広７遺跡等）

地域で子どもを育む意識の向上（全域）

健康運動の推進（全域）

文学遺産の知名度向上（全域）

歴史遺産の伝承・保全（全域）

行方不明者等への対応，春光台SOS安心
ネットワークの強化（全域）

単身高齢者世帯
要支援者世帯の孤立対策
除雪対策（対象世帯の増加）（全域）

健康寿命の延長（高齢者の増加）（全域）

子育てしやすい環境整備（全域）

子どもの食育

地域資源＆取組に変化ございますか？

←これ、実際に行われていますか？
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  07-春光台・鷹の巣

■ 特色のある取組

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

子ども支援実行委員会

春光台SOS安心ネットワーク

春光台SOS安心ネットワーク
春光台学校運営協議会

春光台，鷹の巣福祉村地区市民委員会
春光台，鷹の巣福祉村地区社会福祉協議会

春光台，鷹の巣福祉村地区社会福祉協議会

春光台，鷹の巣福祉村地区社会福祉協議会

高台チャレンジクラブ

春光台地区民生委員児童委員協議会
春光台地区社会福祉協議会

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

春光台畑づくりプロジェクト

【R６・要望】
千代の山プールが老朽化しているため，定期的
にメンテナンスを行い，末永く使用できるようにし
て欲しい

高台チャレンジクラブ

三浦綾子文学「道ありき」の舞台である春光台の坂に
文学歴史的遺産として目印を設置
三浦綾子文学「道ありき」の舞台である春光台の坂の
草刈りなどの周辺環境の整備

縄文遺跡（萩ヶ丘遺跡，春光台遺跡，末広７遺跡
等）の目印を設置

●フラワーロード事業（春光台及び鷹の巣福祉村地区市民委員会）●総合型地域スポーツクラブ（高台チャレンジクラブ）
●行方不明者等捜索支援（春光台SOS安心ネットワーク） ●イルミネーション点灯事業（あかりロード友の会）
●福祉施設入居者の地域づくり参加（鷹の巣福祉村地区市民委員会）
●指定管理者制度による春光台公民館の地域運営（春光台公民館運営理事会）
●景観に配慮した環境保全型のまちづくり（鷹の巣福祉村環境懇話会）
●地域の祭（春光台雪まつり，鷹の巣福祉村フェスティバル，ふるさと春光台まつり，地区センターまつり）
●地域総ぐるみの交通安全活動（春光台及び鷹の巣福祉村地区交通安全協会）

地域資源＆取組に変化ございますか？

市への要望・地域からの

提案はございますか？

これまで挙がっていた、

要望＆提案削除いたします

これ、実際に行われていますか？
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■ 地産地消，商店街の振興，魅力発信，賑わいづくり

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

春光台産農作物の魅力向上
【R7・優先事項】
農作業・自然体験

〇（R４～）

千代の山公園，冬場の活用 冬期大チューブ滑り台の整備

春光台公園の魅力向上 春光台公園を利用した各種事業の展開

地域の魅力向上（全域） 坂のあるシンボル道路づくり

■ 基本的な生活環境の確保，環境保全，事故・犯罪の防止，防災

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

市営住宅跡地利用（防犯灯が無くて暗い）

子どもの安全確保（全域） こども110番の充実（登下校の見守り等） ○

冬期間の除排雪に係る課題の克服（降雪量多，道路
狭く，交通が不便）（全域）

除雪マナーの徹底

目印となる物が少なく現在地（住所）の把握が困難（全
域）

道路等に目印となる標識等の設置（ゴミステーションに
住所地表示板を設置）

○（H30）

ごみの不法投棄問題，残しておきたい自然（川，魚な
ど）（全域）

エコチャレンジCLEANGOの開催 〇（R4～）

交通の便が悪い（全域）

植物保護に向けた環境整備（全域）
陸上自衛隊近文台演習地内の座禅草水芭蕉等の植
物保護に向けた周知啓発と限定的な見学の実施

○（R1～）

■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流）

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

【共通課題】　●人口減少・少子高齢化

●町内会等の担い手不足　●個人情報の把握

高齢化による町内会弱体化への対応（全域）

祭りや若い親子は多いが企業は少ない（全域）

世代間交流の機会
【R7・優先事項】
地域食堂（子ども食堂）での交流

〇(R6～)

郷土愛育成

【R7・優先事項】
未来を見据えた地域づくり

夢あかり（アイスキャンドルの取組）

〇（R２～）

【R7・優先事項】
地域の歴史や自然環境の学習

〇（R４～）

春光台地区と鷹の巣福祉村地区の交流事業の実施 ○

サロン事業（集う場）による世代間交流が
必要（全域）

←これ、実際に行われていますか？

←これ、実際に行われていますか？
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実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

春光台畑づくりプロジェクト

【R6・要望】
冬期間も公園を活用できるよう，大チューブ滑り
台のような遊具施設を整備して欲しい

西側と東側の入口に分かりやすい表示（看板）を設置
（利便性の向上）

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

市営住宅跡地の活用方法の検討

各小中学校PTA
地域住民

【R7・要望】
春光台公園の環境学習広場駐車場が除雪されない
ので、歩くスキーなどのため冬場に出かけた際、大変
不便である。除雪を行って欲しい。

春光台SOS安心ネットワーク

春光台未来プロジェクト実行委員会 ごみの不法投棄問題

【R6・要望】
コミュニティバス/乗合タクシーの運行
移動販売バスの運行

春光台，鷹の巣福祉村地区市民委員会
春光台の自然を考える会
春光台商工振興会

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

春光台未来プロジェクト

春光台，鷹の巣福祉村地区市民委員会

春光台畑づくりプロジェクト

春光台，鷹の巣福祉村地区市民委員会

これ、実際に行われていますか？

これ、実際に行われていますか？
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取組・テーマ 実施主体

健康ウォーキング週間及び
春光台ウォーキングマップの
作成・配布

高台チャレンジクラブ

防災心得の作成・配布
春光台・鷹の巣

まちづくり実行委員会

高台通学合宿の開催
高台通学合宿
実行委員会

多世代ふれあい交流会の開
催

多世代ふれあい
交流会実行委員会

行方不明者捜索用地図の
作成

春光台SOS
安心ネットワーク

子ども居場所の設置・運営

「子ども支援」
実行委員会

（R２に「子ども居場所事業」
→「子ども支援」に変更）

行方不明者捜索時の現在
地把握用住所地表示板の
作成・設置

春光台SOS
安心ネットワーク

「道ありき」春光台における足
跡「坂」の名称公募及び目
印の作成

「道ありき」春光台にお
ける足跡「坂」の名称

公募実行委員会

災害時要支援者の避難実
施訓練事業

多世代ふれあい交流
実行委員会

■

・春光台・鷹の巣まちづくり推進協議会ホームページアドレス

　https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/408/machikyou/d063406.html

・QRコード

 ５　過去の取組

実施
年度

主な内容

H24

住民の健康増進を目的に健康ウォーキング週間を実施するととも
に，地域特性をウォーキングを通して楽しむウォーキングコースマッ
プを作成し，地区市民委員会を通じて全戸配布した。
※以降，高台チャレンジクラブにて，毎年，同マップを活用した健康
ウォーキングが実施されている。

H25

R5

住民の防災意識向上を目的に，地震・水害・土砂崩れなど様々な
災害に対応するための冊子「防災心得」を消防本部の協力を得て
作成し，地区市民委員会を通じて全戸配布した。

H26～
H29

高台小学校4～6年生を対象に規則正しい生活習慣等の習得を目
的として，春光台公民館から高台小学校へ通学する通学合宿事業
を地域住民・公民館・行政の連携により実施した（令和2年度は新型
コロナウィルス感染症拡大防止措置として中止）。
※毎年，夏季休暇明けの8月下旬に，小学生約20名を対象に実施

H26～R１

世代間の交流を深め住民間の絆を育むとともに，地域の公共交通
や防災を検討することを目的として，様々な世代，団体が参加する
イベントを開催した（令和2年度は新型コロナウィルス感染症拡大防
止措置として中止）。
※毎年，10月下旬に約200名規模で実施

H27
行方不明者の早期発見を図ることを目的として，春光台SOS安心
ネットワークが実施する行方不明者の捜索活動に活用するための，
捜索専用の地図を作成した。

H29～R1

春光台地区及び鷹の巣福祉村地区に住む小学生及び中学生を対
象に，元教員等が放課後に学習を支援する「子ども居場所」を設
置・運営（令和2年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止措置とし
て中止）。

H30
行方不明者の早期発見を図ることを目的として，現在地の把握を容
易にする専用の住所地表示板を作成し，地域住民が頻繁に利用す
る各町内会のゴミステーションに設置した。

市ホームページ内の掲載及びまちづくり推進協議会NEWS（速報版・事業編）の地域内施設への掲示等に
より周知・広報を行っている。

R2

地域に関わりの深い作家である三浦綾子作品「道ありき」を通して，
地域住民の春光台地域に対する郷土愛を育むことなどを目的に，
同作品の舞台になったと思われる坂道の名称を春光台地域の学校
に通学する児童生徒や地域住民に公募し，名称を記した目印を作
成した。

R4～R5
大停電を想定し，自力では避難できない或いは困難である要支援
者の避難及びその支援のための訓練を実施

６　地域まちづくり推進協議会の周知・広報

6 ページ



様式第 5号-2(第 12条関係)
令和 7年度地域まちづくり推進事業実施報告書

5成果と課題

4事 業 内容

3実 施 期 間

2事業の名称

1事業実施者

<成果>
・高台小学校,春光台中学校,旭川実業高校の児童生徒が元気なあいさつを返し

てくれたっ
。回を重ねるごとに,親しくなり,元気に挨拶してくれるようになつたc

<課題>
・街頭指導・見守りに参加していただける方を増やし活動の輪を広げていくc

設置場所を増やす,複数配置,下校時刻時の街頭指導 (低学年を対象)
。街頭指導時に体調不良の子どもと遭遇, 自宅まで送るが,その子の名前

学年,組を聞いて,学校に知らせる必要があるc(街頭指導時の反省)
・街頭指導されている方への謝礼 (飲み物等)の必要性

1 事業概要
・登下校の子どもたちを守るとともに,地域の人との関わり合いを通して,子ども

たちに=社会性を身につけてもらい,自分たちが地域の中でかけがえのない存在

であることを自覚してもらう。

・登下校時の子どもたちとの「あいさつ」や「声かけ」を通して,地域社会の中で

人々と気軽に「あいさつ」を交わせるきつかけを作る。

2 実施内容
(1)交通安全週間にあわせた登校時の街頭指導
4月 と7月 の 9月 の交通安全週間に,交通安全協会の方々と協力し

て,小中学生の登校時に地域の 10カ所の街頭に立ち,挨拶や声かけ

運動を行い,子 どもたちとのふれあい活動を行つた。 4月 は7日 間延
べ 79名 , 7月 は6日 間延べ 72名 , 9月 は6日 間延べ 72名の参力口

11月 は 7日 間延べ 74名の参力日があつた。
(2)街頭指導に関する啓蒙活動
③地域団体及び春光台中学校パソコン部によるポスター作成

作成したポスターを,春光台公民館に掲示するとともに,ふじスー
パー,ホ クレン,郵便局,春光台地区センターの協力を得てポスタ

ーを掲示をしていただいた。

今回は春光台中学校パソコン部と春光台地区市民委員会・鷹の巣福

祉村地区市民委員会の防犯部・交通部でポスターを作成

②春光台公民館ホームページと市の「まなびネットあさひかわ」に活動状

況を掲載した。

③ 「まち協だより」を作成し,町内会の回覧を通して活動理解を図つた。
(2)6月 26日 (木)に子ども支援実行委員会を開催。舟木高台小PTA会長,
木曽春光台中 PTA会長が出席c子どもたち (特に低学年児童)の登下校

時における保護者・地域の街頭指導や見守りのための協力者を呼びかけ

る。また「フライヤー」を活用し,QRコードを読み込むだけで協力者の

集約ができる。

8月 18日 (月 )協力者の呼びかけアンケートを町内回覧で配布。 7名

の協力者が集まる。

令和 7年 4月 7日  から 令和 7年 11月 21日  まで

子ども支援事業

子ども支援実行委員会

幹
１

．

資料２



団体名

事業の名称

子ども支援実行委員会

「子h支援」事業

1収入の部 (単位 :円 )

2支出の部 (単位 :円 )

令和フ年度収支決算書

支出

9, 834
収入

9, 834

つ
魚

計

補助金

科 目

20′000

20′000

予算額

9′834

9′834

決算額

10,166

10,166

差

旭川市地域まちづくり推進事業補助金

収入内訳

合計

通信運搬賣

消耗印刷買

科目

20′ 000

5′ 000

15′ 000

予算額

9′834

8′ 558

1′276

決算額

10′ 166

-3′ 558

13′フ24

差

横断旗 (10本)ネームホJレダー (10個 )

付箋 (会議で使用 )

支出内訳

0

残額



様式第5号-2(第 12条関係)
地域まちづくり推進事業実施報告書

5成果と課題

4事 業 内容

3実 施期間

2事業の名称

1事業実施者

<成果>
・クリーンゴの開催を1か月前倒し、町内会の清掃日に合わせて開催した。

結果、例年の倍近くのゴミが収集される。(開催場所も影響)

・「公民館ホームページ」、「まなびネットあさひかわ」や「まち協だより」に掲載することに

より、地域の人々の理解が広力湖、共感者も増えた(共通)

,「クリーンゴ」と「未来プロジエクト」の共通の参加者が増加傾向

・子どもたちが「福祉」に興味を持つてきた(未来プロ)

<課題>
・子どもたちをはじめとする、多世代との交流の大切さを地域に広く啓蒙していく必要性

を感じる(なかなか広がらない参加者)

・ゴミが少なくならない まだまだ継続して開催していく必要がある

R4年*79名*4 1kg R5年 *94名 *49kg R6年*75名 *47kg R7年 :66名 *9 4kg

・ゴミを捨てにくい地域にしていく(いつもきれいな地域づくり)

死角(通常時目視登 ない場所)へのゴミ捨てが確認群 た(対応が必要)

・春光台だけでなく、他の地域での広がりを期待したい

春光合未来プロジエクト実行委員会

1事業概要 (1)(2)ともに旭川市立大学栗田ゼミの協力のもと実施
(1) エコチヤレンジ「クリーンゴ」5月 17日 (土)実施
場所 :春光台中学校周辺(北斗町内会)66名

・ゴミ拾いとビンゴゲームを合体したゲーム感覚の参加型イ
ベント(継続開催)

(2)春光台未来プロジエクト 11月 15日 (土)実施 場所 :高台小体育館 75名
・多世代にて春光台の未来を語るイベンК継続開催)

*10年後「笑顔に満ちあふれた」「優しさに満ちあら、れた」「みんなが交流釜 る」

春光台にするために…をスローガンに老若男女が集う

2実施内容
(1)【エコチヤレンジ「クリーンゴ」2025】

春光台中学校周辺の清掃活動

① チラシ作成と配布
・チラシを作成し、町内会回覧とSN割こて周知拡散

・小中学校の児童生徒に配布

② 清掃活動
・6グループを組織し、区域内のゴミを拾う参加者:66名 ゴミ収集量9.4g

i事前に落ちているゴミを想定し、ビンゴカードを作成し、ゲーム感覚

で清掃活動を実施
・例年より1か月前倒しで実施(町内の清掃活動と連動して)

(2)【未来プロジェクト2025】 参加者75名  「2030年の春光台のあり方を語る」
10年の折り返し地点を迎え、卜Цアップを目指した企画

① チラシ作成と配布
・チラシを作成し町内会回覧とSN割こて周知拡散 ・小中学校の児童生徒に配布

②令和7年度「クリーンゴ」実績活動報告

③ VR機器で認知症体験…臨場感を体験

④ グループトーク…認知症体験後の感想や意見を出し合う

⑤ あらためて「春光台SOS安心ネットワーク」の存在とその目的を確認した

令和7年4月 10日 (木 )から 令和8年2月 28日

当初令和7年 5月 十日(木)からを4月 10日に変更(12月 16日承認)

(上 )まで

春光台未来プロジエクト事業

〔
輸



1収 入

円)

令和 7年度収支決算

団体名 春光台未来プロジェクト実行委員会
事業の名称 春光台未来プロジェクト事業

(単位

合 計

補助金 B

補助金 A

区 分

140,000

0

140,000

予算額

155,785

15,785

140,000

決算額

15,785

15,785

0

増 ▲減

旭川市地域まちづくり推進事業

補助金再 交付

旭川市地域まちづくり推進事業

補助金

収入内訳

2支 出

円)

(単位 :

合 計

手数料

食糧費

リース料

保険料

チラシ作成印刷

事務用品費

通信 。郵送費

会議費

科 目

140,000

0

0

0

12,000

107,000

10,000

2,000

9,000

予算額

155,785

440

7,900

110,000

0

36,978

467

0

0

決算額

440

7,900

110,000

▲ 12,000

▲ 70,022

▲9,533

▲2,000

▲9,000

増 ▲減

送金料

ゴミ拾い担い手熱中症予防 ドリンク代

VR機器 リース代

イベント2回分

公民館使用料 (減免無料)

支出内訳

パ
４



地域まちづくり推進事業実施報告書

成果と課題

事業名

事業の目的・

内容

成果

○継続して畑づくり活動をすることができた。農作物をつくる大切さや食べ物の大切さを体感することができ

た。

○フラワー日―ドの草取りや春光台の歴史を上兵村記念館を通して知ることができ大変有意義であつた。

○このような活動を通して世代間交流をすることができた。

講

〇より多くの方々に周知し、趣旨を理解していただき参カロしていただくよう努めていく。

1,事業の目的

春光台地域などの農業経験者と子供たちや親御さんたちで春から秋まで畑づくりを通して収穫までの世話や

んでいくプロ

間の交流の中で学びながら春光台の歴史に触れたり、豊かな自然を十分感じながら

ジェクトです。 (このプロジェクトを進めるにあたりHヒ斗町内会及びフラワーロードヘの

いく)

2,日常的活動 延ぺ人数 子供 100名 大人50名

畑の上起こし、雑草抜き、石拾い、水やり、苗の支柱立て、畝起こし、草刈など

3′ 収穫祭

令和7年9月 6日 (土曜日)参加者子供6名 大人5名

(かばちゃ、ネギ、トマト、シントウ、ナス、ピーマン、えんどう豆など)

自分たちで育ててき周嚢作物を収穫、普段、スーパーで見ることのない形の悪い野菜、大 (小)きすぎる野

菜なhあり、農家さんの苦労を知ることができた。また嫌し唸野菜も、自ら工夫をして食べることができるな
ど、子供たちの食育にも貢詢 kきた。地域食堂にも食材の提供ができた。

4,旭川上兵村記念館 (郷土博物館)の見学

参加人数 子供9名 大人8名

当時生活に使われてし碇生活用品、農機具が展示され、開拓民の血と汗の記録力十五わり当時の苦労をし

のぶことができました。また当時の住居を復元したものや、中に入ると半分が上間になつており、そこにむしろを

敷き、雨の日も、また夜でも震作業をしていたようです。居間の囲炉裏には毎日24時間薪をたやさず煙で

蛾などの虫が入つてこないように正夫さしてし碇り、先人の知恵がその住居から伝わつてきます。囲炉裏を囲ん

で苦労のなかにある幸せをみいだしていたようです。春光台の開拓も同じ苦労をしていたことが偲ばれました。

説明(こは館長さんがして欲埜り、子供たちからたくさん質問を受け、優しく答えることに言心をされておられまし

た。貸し切リパスで皆さん一緒に移動し、楽しい時間を過訂 ことができました。来年はアイヌ記念館を見学

したいとの意見も出されました。

5,後片付け
令和フ年11月 8日 参加者 子供4名 大人3名

ヤーコンの収穫と支柱とつるひもなどの撤去を行い畑をきれtWこし冬に備える。ヤーコンは大豊作で地域食堂

の食材にも提供される。

令和7年5月 1日～8年 2月 28日

畑づくリプロジェクト,佳進事業

春光台畑づくリプロジエクト実行委員会

氏
け



令和フ年度収支決算書

団体名

事業の名称

春光台畑づくリプロジェクト実行委員会

畑づくリプロジェクト推進事業

1収入の部 (単位 :円 )

2支出の部 (単位 :円 )

収入

35, 973
支出

35, 973 0

計

補助金

科目

60,000

60,000

予算額

35′ 973

35′ 973

決算額

24′027

24,027

差

旭川市地域まちづくり推進事業補助金

収入内訳

合計

保険料

使用料

消耗品質

科 目

60フ 000

5′ 600

0

54′400

予算額

35,9フ3

0

4′400

31′ 573

決算額

24′ 02フ

5′ 600

-4′ 400

22′ 827

差

旭川上兵村記念館

苗、園芸支柱、種、肥料など

支出内訳

6

残額



様式第 5号-2(第 12条関係)

地域まちづくり推進事業実施報告書

4事 業 内容

3実 施 期 間

2事業の名称

1 事業概要

春光台のつながりづくり。多世代交流の促進。協力して食事をつくる
。食べ

ることで世代間が自然と生まれる。また、孤食になりがちな一人暮らし世帯の

住民にとつての健康増進をはかる。大人数での調理により、緊急災害時の炊き

出しのイメージが掴める。

2 実施内容

対象者  地域住民、高校 。大学生等の学生、春光台に興味関心があるかた。

場所  春光台公民館

内容  昼食 。おやつの調理も食事、
昔遊びなどの交流遊び

活動日

5/25(日 )100名

多世代縦割リチームでミニゲーム大会をしました。旭川実業高等学校の先生
。

生徒さんにご協力いただき、科学のミニゲームコーナーができました。グリル

チキン、野菜スープの昼食はチームでいただきました。

3/17(日 )100名

旭川市立大学経済学部江ロゼミのご協力のもと、

ラーメンをいただきました。自分たちで作るわたあめも人気でした !

10/19(日 )66名

北海道水産物荷主協会にご協力いただき、ニシンと数の子を使った料理をみ

んなで作りましたc

1/18(口 )67名
管理栄養士を目指す明成高校の学生さんに

メニューとレシビを考えてもらい、多世代で作りましたcま た、生涯学習活動

団体・争音の皆さんにお越しいただき、お争と尺人の体験会と新春演奏会をして

いただきましたcなかなか触れることのできない楽器と、生演奏に感動の時間

でしたc

また、継続して参加してくれている70代の方からお孫さんやお子さんのお話を

聞く機会が生まれたり、ただ参加するだけではない関係性が生まれてきたと感

じましたc

令和 6年 5月 14日 から 令和 6年 2月 28日 まで

地域食堂事業

春光台地域食堂実行委員会

7



5成果と課題

<成果>
。いろいろな団体・機関が携わってくれて、つながりを作るきつかけになった。

・百人一首を知らなんヽった子が体験できた

。10月 、一緒に調理をする企画は全員が生き生きとしていてとても良かつた。

・1月 、市民のチャレンジの場になつた。

・新しいものに触れ、学ぶ機会を提供できた。

・継続していくことで、関係性が生まれ、深い話もできるようになつた。

<瀧 >
・今後も周知が課題である。学校や施設、団体と連携して、さらに地域に

根付いた活動にしていきたい。

8



1収  入

2支  出

事業収支決算書 (令和7年度)

事業 「春光

食材等

講師1名 X3.000円 X8人

チラシ4回

割り箸、使い捨て容器など

文具、工作材料費

地域食堂 I事 業

(単位:円 )

旭川市地域まちづくり推進事業補助金

(春光台B底の巣まちづくり実行委員会から配当)

初回配当 180,000円

追加配当  8,242円
追加配当  969円

容内

(単位:円 )

容内

収 入

189.211

支 出

189.211

残 額

9

合   計

補 助 金

区  分

180,000

180,000

予算額

189,211

189,211

決算額

9,211

9,211

増 減

合   計

事務用品費

容器包装費

チラシ印刷費

講師料

賄材料費

区  分

180,000

10,000

20,000

24,000

86,000

90,000

予算額

189,211

13,995

19,375

17,884

24,000

113,957

決算額

9,211

3,995

▲ 625

▲ 6,116

▲ 12,000

23,957

増 減

0



様式第 5号-2(第 12条関係)

令和 7年度地域まらづくり推進事業実施報告書

4事 業 内容

3実 施 期 間

2事業の名称

1事業実施者

1 事業概要
・春光台地域では,少子高齢化が進む中で交通手段の確保が困難になり,特に高齢

者で車を持たない住民が日常生活 (買い物・通院など)に支障をきたしている。

本事業は,地域住民が安心して暮らし続けられるよう送迎サービスを通じて移動

支援を行うことを目的とする。

2 実施主体
春光台送迎サービス実行委員会

構成メンバー :春光台・鷹の巣まちづくり推進協議会委員,福祉関係者,地域協力者

協力機関 :市民生活部地域活動推進課,市交通空港課,春光台公民館

(1)第 1回送迎サービス実行委員会 7月 8日 (火 )
富士通の新納氏より苫小牧勇払エリアでの取り組みについて説明

春光台地区を想定してのスケジュール構想について説明

。対象者の把握 。目的地の整理 ・既存の移動手段についての確認
・実証設定し実証運行

協議の中で,地域住民の実態把握のため,アンケート調査を実施することに

なった。

(2)第 2回送迎サービス実行委員会 10月 24日 (金 )
市交通空港課,旭川運輸支局による学習会
・旭川市内の状況 春光台は30分に 1本の便が出ている
。名寄や東lllにおける乗合交通の利用についての説明

。道路運送法における許可または登録を要しない運送に関するガイ ドライン

について説明

※無償運送行為は「許可または登録」をせずに行えるc

※有償とは「運送サービスの提供に対する反対給付として財物を収受す

る」ことであるが,ガソリン代等のかかる経費を受け取ることや運転手

への報酬は許される。いずれにしても関連する関係機関への説明と承諾

は必要であるc

令和 7年 5月 20日  から 令和 8年 3月 31日  まで

送迎サービス事業

送迎サービス実行委員会

id O



5成果と課題

<成果>
・送迎サービス運送に関わつて,市交通空港課,旭川運輸支局,富士通の新納氏よ

り,具現化に向けて貴重な情報を入手することができた。

<絶 >

・送迎対象者Iサービス内容,運行手法,経費,安全対策・保険,運転手の確

保 a育成,運営体制など実験検証に向けて課題は多い。
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